
全体の集合研修終了後は、各配属先
での研修を受講した後、先輩社員から指導を受けながら実際の業務に従事
します。

新入社員には入社後 3年間は教育担当の直属の先輩がつき、その先輩から
マンツーマンで指導を受け、ともに目標に向かって過ごすことになります。

入社2年目から5年目までの若手社員を対象とし、選択メニューの中から自
分が必要とする講座を上司と相談の上、受講してもらうプログラムです。受
講によるスキルアップだけでなく、上司と自身に必要なスキルを確認し、今
後の成長に活かしてもらうことを狙いとしています。職場における人材教
育・育成に関するコミュニケーションの場にもなっています。

通信教育講座・通学講座補助制度
通信教育講座は、自己啓発支援プログラムの一環として運用するもので、マ
ネジメント・ビジネススキル向上を図る講座や公的資格取得を目指す講座
などさまざまなコースが用意されています。内容編成にあたっては、継続的
かつ体系的であることの他、時宣に適ったコースも新規に取り入れるように
留意しています。本講座を修了すると、受講料補助金（受講料の半額～ 6 割）
の交付を受けることができます。公的資格取得のための通学費も同様の補
助制度があります。

通学講座補助制度
通信教育講座補助制度

ダイバーシティ啓発研修



社名にもある「セメント」という文字。その名の通り、私たちはセメント製造から

さまざまな事業展開を行ってきました。豊かな社会の維持と発展に貢献するため、

地球環境に配慮しながら、グローバルな視点で常に「時代が求めていること」に柔軟

に対応した製品を世に送り出しています。光通信機器、電子材料、化粧品材料…

その姿は、すでに社名の枠を超え、さらに大きく拡がろうとしています。





環境問題などを背景として、古いものを壊して新しいものに建て替える「スクラップ・アンド・
ビルド」方式の社会から、「持続可能な循環型」社会へとシフトし、今ある建物・構築物をより
長く利用することに注目が集まっています。建材事業部では早くから多種多様なコンクリー
ト補修・補強材を社会に提供し、コンクリートリハビリテーションに力を入れています。

物質を 1 万分の 1ミリ以下の細かい粒子（ナノ粒子）として合成することで意外
な機能が出現します。新材料事業では、このナノ粒子の機能を100％引き出す
研究開発を進め、セラミックス電子材料、光コントロールを中心とした機能材
料、環境対応部材の商品開発を行っており、半導体や化粧品などさまざまな分
野へ製品を提供してきました。
また、新たな機能を求めて、粒子サイズを 10 万分の 1ミリ以下にする技術、ナノ
サイズでの構造制御を行う技術などの研究開発とその製品への応用を進めて
います。

現代のインターネット社会において、大容量のデータを高速でスムーズに送受
信可能な光通信は欠かせないシステムであり、世界中でそのインフラ投資が進
展しているとともに、さらなる大容量・高速化に向けた技術開発も盛んに行わ
れています。光電子事業では光通信のキーとなるデバイスを製造・販売し、光通
信システムを支えています。

行



間 接 知的財産

（営業、調達・物流、経理会計、法務、人事、総務等）

事務系社員は入社後、本人の適性を考慮して、工場、支店、本社に配属されます。
工場では経理、人事、出荷管理、原燃料調達、支店では主にセメント製品の営
業、本社では経理、法務、人事や物流・資材調達など間接部門の業務を経験しな
がらスキルを磨きます。その後もジョブローテーションにより、さまざまな部門で
経験を積み、当社の事務部門における「コア人材」として着実にスキルアップし
ていきます。

「供給責任」――当社には、 しっかりとした製品を社会に提供していく使命があると考えています。セメント製造に始まり建材、 鉱産品、 光

電子、新材料など時代に対応しながら多彩な製品を開発してきた当社では、さまざまな専門分野を学んできた人材が活躍しています。

しかも、一つの専門分野でも仕事内容は多様なのが特徴。土木建築系の仕事を例にとってみても、コンクリートの可能性について研究を

深めていく仕事もあれば、製造設備の建設や維持・メンテナンスの分野で活躍する仕事など、皆さんの適性や経験、専攻やスキルを活

かせるさまざまな仕事が待っています。技術系と事務系、 それぞれの仕事が互いに密接に連携することで当社のビジネスは機能し、安全

で高品質、環境にも優しい製品の開発を実現しています。

経年劣化や塩害、凍害などコンクリートを劣化さ
せるさまざまな要因に対応する構造物の補修・
補強材料を開発し、工法を含めた技術営業を
行っています。
また、軟弱地盤等の基礎強化や液状化を防止す
るセメントベースの地盤改良材の営業や、当社
のお客様である生コンクリート工場やコンクリー
ト製品会社の技術サポートなども行っており、当
社が保有するセメント・コンクリートの知見・技
術を用いてさまざまな側面からお客様が抱える
問題や課題を解決しています。

セメント・コンクリート研究所では、資源循環型
社会に対応した高品質・高耐久・高機能な建設
材料を目指し、セメント・コンクリート製品の研
究・開発を進めています。さらには、コンクリート
構造物の補修技術開発、より高効率なセメント
製造技術開発や、リサイクル原燃料の利用拡大
に向けた技術開発などにも取り組んでいます。
また、新規技術研究所は、エネルギー、環境、情
報通信、エレクトロニクスなどの領域に革新をも
たらすべく、「光情報通信技術」を核としたオプト
エレクロニクスデバイス・機器の開発と「ナノマ
テリアル技術」を核とした半導体製造装置部材
および化粧品材料などの各種機能性材料の開
発を行い、光電子事業、新材料事業を支えてい
ます。

大規模な製造設備が生産現場の身体だとすれば、
電気はそれを動かすいわば血液。それも、家庭用
の数百ワットの電力とは異なり、セメント工場で
は、数千キロワットという大容量の電力が各製造
設備を動かしています。電気系エンジニアは、こう
した電気設備の保守管理から、工場の生産設備を
すべてオートメーション化するための中央制御シ
ステムの構築、計装設計や回路設計などを担当し
ています。また、高機能品事業では、光通信や半導
体関連分野での開発や製造に関する仕事で電気・
電子系の知識を活かすことができます。

セメント工場には多くの機械設備があり、これ
らの装置が正常に稼働することでセメントを
製造することができます。機械系エンジニア
は、こうした生産現場の機械設備のメンテナ
ンスを担当する、いわば「機械の医者」といえ
る役割です。さらに新規で設備を導入する際
には、機械の配置や、オリジナルの機械装置の
設計導入を手がけるなど、プラントに足りな
いもの、必要なものを導入し、改修・改善によ
り「理想的なプラント」を作り上げていく重要
な役割を担っています。

生産現場の製造工程全体を管理し、製品を安定的
に製造するために必要な操業計画を立案する職種
です。操業に関する的確な指示を行うだけでなく、
より効率的な製造プロセスの設計や新規技術の導
入計画立案など生産技術の開発も担当します。
また、製造工程管理のほかに原料受入から出荷ま
での工程全体における品質管理を担当する業務も
あります。
メーカーの心臓部である「工場操業の中心」とし
て、重要な役割を担っています。

環境事業

化学工学・化学・材料系学科 化学工学・機械系学科

部 門 事 業
学科・系統

機械 電気・電子 化学工学・化学・材料 土木・建築・環境 資源・地質 その他理系 文系

セメント
関連事業

セメント事業 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎

環境事業 ◎ 〇環境
鉱産品事業 〇環境 ◎
建材事業 ◎ ◎

高機能品事業
光電子事業 ◎ ◎ ◎ 〇物理数学
新材料事業 ◎ ◎ ◎ 〇物理数学

間接部門
知的財産 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇知財法務
法務、会計、物流、資材調達、人事、総務等 ◎
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生産と研究を担当している技術部門の社員は、より質の高い製品を作ることを使命として、生産技術の向上や改善を行っています。良い製品を作り出
すためには、研究開発、製造、機械・電気設備、品質管理などの、部門を越えたコミュニケーションが必要です。そうしているうちに自分の担当分野だけ
でなく、幅広い分野についての知識も得ることができるのが、当社の特長だといえるのではないでしょうか。


